
 

 

 

 

 

 

 

校歌誕生について 

校長 渡邊 万里子 

 長い 44日間の夏休みが終わり、学校には元気な子供たちが戻ってきました。子供たちは各ご家庭におい

て日頃の学校生活ではできないような様々な体験をし、一回り大きくなって登校してきたことでしょう。

その体験を２学期の新たな目標に向けて、生かしていってほしいと願っています。 

 さて、夏休み中に本校校歌の作曲者である横川 公二先生のご子息にお会いする機会をもつことができ

ました。現在、豊玉南小学校で音楽専科をなさっています。今年、残念ながらお父様がお亡くなりになら

れ、その際遺品の中に本校校歌を発表された時の写真があったとのことで、たくさんいただきました。作

曲者の横川先生は本校音楽専科の教員で、作詞された竹ノ内 員子先生（後の第 5代校長）と教員として

ご一緒に本校に勤務されていたそうです。地域の情景が目に浮かび、子供たちの健やかな成長を願う思い

が込められた素敵な歌詞にどのような曲をつけるのか、作曲するにあたり横川先生が気遣ったことは、ま

ず歌い出しは、子供たちが歌いやすい音の高さにすること。そして言葉とフレーズを大切にし、歌詞のイ

ントネーションと音程を合わせることだったそうです。横川先生は和歌山県のご出身で関西弁のイントネ

ーションにならないよう、奥様に確認を取りながらメロディーを考えられたそうです。明るく元気が出て、

覚えやすいメロディーラインの校歌はこうしてでき上がり、51 年間歌い続けられています。発表されたの

は昭和 44年 3月 18 日で、第 1回の卒業式に間に合うようにぎりぎりにでき上がったとのこと。その時の

写真をご紹介いたします。 

左は校庭での吹奏楽団による演奏です。初めて聴く校歌に教

職員や子供たちは感動した

ことでしょう。また右の指

揮をされているのが横川先

生です。昨年度の開校 50

周年記念式典には分からな

かった情報ですので、ぜひ

子供たちや保護者、地域の

皆様方にお伝えしたいと思

いました。 

この他の写真もホームページにアップいたしますので、ぜひご覧ください。当時に思いを馳せ、本校の

歴史と伝統を築いてくださった方々に感謝し、さらに発展できるよう新たな教育に邁進して参ります。 
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体育主任 漆原 悟 

 ６月に運動会が行われました。今年度は例年と

異なり、春に実施されました。日頃の体育学習の

成果を発表するとともに、各学年に応じためあて

を達成できるよう、一生懸命に取り組む姿がとて

も立派でした。保護者の皆様からの温かい励まし

の声が、子供たちの頑張りに繋がったと感じま

す。ありがとうございました。 

さて、楽しかった夏休みが終わり、子供たちが

元気に学校に戻ってきました。気持ちを引き締め

て９月からの多くの行事に備えたいところです。 

 今年の夏休みは、水泳指導に多くの子供たちが

意欲的に参加していました。練習を重ねる中で、

水中で体を自由に動かせるようになっていく子、

泳ぎのフォームが少しずつ綺麗になっていく子、

息継ぎやターンを改善してタイムを縮めていく

子等、学年に応じて確実に泳力を伸ばしていく姿

を見ることができました。頑張って参加できたお

子さんには、夏休みの成果の一つとしてご家庭で

も大いにほめてあげてください。 

９月５日（木）には、６年生による連合水泳記

録会があります。参加する６年生は各自のめあて

に向けて頑張っています。当日は小学校生活の水

泳学習の集大成として、一人一人が悔いのないよ

う精一杯の力を出し切ってほしいと思います。 

残暑が厳しくまだまだ暑い日が続きそうです。

体調を整えるなど健康管理を十分に行ってほし

いと思います。

中学年の窓（４年） 

「社会科見学 in 浅草＆中央防波堤」 

社会科見学で、楽しかったことや初めて知ったこ

とを振り返って書きました。 

 

中央防波堤があと 50 年しかもたないことを知
り、その後ごみはどこで埋め立てるのかを知りた
いと思いました。浅草にある銀杏の木が戦争のと
きから残っていることがすごいと思いました。 

（１組 星 実穂） 
 
 初めて浅草に行って雷門を見ました。外国から
の観光客がたくさんいて、浅草は色々な人に楽し
まれていることが分かりました。中央防波堤でご
みの埋め立て場所がたいへんだと知って、３Ｒを
意識しようと思いました。（１組 松本 純太朗） 
 
 浅草のことをあまり知らなったけれど、ガイド
さんが丁寧に教えてくれて、色んなことを学びま
した。三社様や、銀杏の木、雷門の歴史を知り、
浅草にまた行きたいと思いました。 
             （２組 淺井 唯花） 
 
雷門の大提灯の下には龍が描かれていました。

風雷神門と五重塔は再建されたことも分かり、他
にも色々分かって浅草にはこんなにたくさんの歴
史があるんだと思いました。（２組 増田 歩夏） 
 
 浅草の雷門は平日なのにこんなに人がいるなん
て知りませんでした。こんなに人がいるというこ
とは、きっと私たちの知らないところでもたくさ
んの工夫がされているんだなと思いました。 

（３組 阿部 愛琉） 
 
 バスから見て水上バスは、思っていたよりゆっ
くりだった。たぶん景色を楽しみながら観光して
ほしいんだと思います。  （３組 藤代 晴翔） 
 
浅草寺には、戦争にも負けずにたえてきた銀杏

の木があり、なんと８００年間も生きているそう
です。木の回りに焦げなどがあり、かわいそうだ
と思い、もっといっぱい生きて欲しいと思いまし
た。          （４組 光野 颯馬） 
 
僕が一番楽しかったのは、人形焼きを作ってい

るところを見たときです。まず、生地を型に入れ
てあんこを入れます。そして、もう一度生地を入
れて焼いたらできあがりです。 

（４組 成田 唯翔） 

運動会・水泳指導について 

生活目標             時間を大切にしよう  

 今年もたいへん暑い日が続いた夏休み。多くの時間を家族や友達と過ごし、数多くの思い出を作っ

たことでしょう。今日から２学期、学校生活が始まりました。自分のペースで自由に時間を使えた夏

休みの生活から、学校の時間割に合わせて行動する生活になります。学校生活では特に、「みんなの時

間」を意識し、行動することが大切になってきます。２学期は９月に高小フェスティバル、１１月に

学芸会があります。より一層「みんなの時間」を意識し、時間を大切にして行動する場面が増えてき

ます。日頃から、なかよし登校班での集合や朝会・授業の始まり等、一人一人が時間を大切にし、行

動することの積み重ねが大事です。大切な時間を有効に使っていきたいものです。 

                              （生活指導委員会  木下 佳美） 


